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まちに気づく まちを築く とかち清水 ～想いをミライに繋ぐまち～

町 ホ ー ム ペ ー ジ で は 広 報 し み ず 11 月 号 フ ル カ ラ ー 版 が ご 覧 い た だ け ま す

表 紙
清水町蔬菜振興会にんにく部会の
みなさんとしみずガーリック王子

十勝清水にんにく

特集



         
    

    
 十勝清水にんにく

QQ ＆ AA
いつから
にんにくの生産
が始まったの？

2009 年（ 平 成 21 年）か ら、
12 戸の生産者さんたちとと

もに、作付面積 0.63ha から生産が
始まりました。

QQ
AA

“十勝清水にんにく”とは？QQ
ＪＡ十勝清水町が製造する堆肥ペレット肥料

「しみず有機」を使用して、元気な土で育て
る取り組みのことを「とれたんと」と言います。その
取り組みのもと、生産されているのが “十勝清水に
んにく” です。

AA

特集

「とれたて」と
「たんと（たくさん）」を

組み合わせた
ＪＡ十勝清水町の
登録商標です！

北
海
道
の〝
に
ん
に
く
産
地
〟

と
い
え
ば〝
清
水
町
〟

そ
う
願
い
を
込
め
て
、町
は

「
に
ん
に
く
の
産
地
化
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。

に
ん
に
く
の
生
産
が
清
水
町
で

始
ま
っ
た
の
は
、２
０
０
９
年
。

作
付
面
積
０
．６
３
ha
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

14
年
の
歩
み
の
中
で
、

清
水
町
の
に
ん
に
く
生
産
は

ど
の
よ
う
な
変
化
を

遂
げ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

今
月
号
の
特
集
で
は
、

「
十
勝
清
水
に
ん
に
く
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「北海道でのにんにく産地といえ
ば、清水町」という認識が広がる
よう、第１回十勝清水にんにく肉
まつり（2019 年開催）で阿部町長
が宣言しました。その際、にんに
くの産地化を進めるため、作付面
積 50ha 程 度 を
目 指 し た い
という目標
が 掲 げ ら
れました。

AA
“にんにくの産地化宣言”とは？

QQ
十勝清水にんにくは、現在、ＪＡ十勝清水町、ＪＡあしょろ、ＪＡ十勝池田町の
３つの農業協同組合で生産しています。2023 年（令和５年）の生産者戸数は
24 戸、作付面積は 21haです。清水町内の作付面積は、全体の約８割に当た
る18haとなっています。

AA
どのくらい生産しているの？

QQ
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清水町蔬
そ さ い

菜振興会にんにく部会長
澤山 直樹さん

９月上旬頃に植え付け

※ マルチ栽培：土の表面をビニルフィルムなどで覆って栽培する方法
※ 露 地 栽 培：ビニルフィルムなどを使わず屋外の畑で栽培する方法

６月下旬以降に収穫

おすすめの食べ方を教えて！

QQ

QQ
QQ

十勝清水にんにくは、どのような特徴があるの？
質の良いにんにくを生産するためには、優良な種子が必要となり
ます。十勝清水にんにくは、ＪＡ十勝清水町が選抜した優良個体
を使用して栽培しているため、個体差が少ないという特徴があり
ます。また、にんにく栽培を始めた頃はマルチ栽培を行っていま
したが、海外で主流の露地栽培を取り入れ、大型の植付機や収穫
機などを導入した結果、大量に生産することが可能となりました。
マルチ栽培に比べ、1 時間あたりの作業量が６～７倍に増えてい
ます。

ＪＡ十勝清水町の当時の組
合 長 が、 知 人 か ら「 近 年、

食の国産志向が高まっているので、
にんにくが特産品になる可能性があ
る」とすすめられたことがきっかけ
でした。にんにく栽培を始める際、
道内の栽培に関する情報がほとんど
なく、主産地の青森県に足を運び、
清水町に適した栽培技術を確立して
いきました。

素材の味を楽しむなら、
に ん に く の 輪 切 り ス

テーキや素揚げ、オイル煮など
がおすすめです。熱を加えるこ
とで、香りや甘みをより感じら
れます。また、ＪＡ十勝清水町
オリジナルのにんにく製品も多
数販売しています。オリジナル
製品は、ＪＡ十勝清水町ネット
ショップやサツドラ十勝清水店
アンテナショップコーナーで購
入できます。

QQ

QQ

AA AA

AA

にんにくは、秋に植え付け、翌年の夏に収穫する作物です。まずは、
玉状のにんにくを１片ずつに割って、種を作るところから始まりま
す。９月上旬から中旬に、その種を畑に植えます。そこから約
３週間で発芽し、冬の間は雪が布団代わりになって厳しい寒
さから苗を守ってくれます。雪がとけ、翌年４月頃から苗が
すくすくと成長していき、６月下旬以降に収穫期をむかえます。
収穫後は、約１カ月間の乾燥処理をしてから出荷されます。

AA

翌年４月頃からすくすく成長

しみずガーリック王子ロニン王女

マスコットキャラクター

にんにくの
マルチ栽培の様子

にんにくの輪切り
ステーキレシピ

僕は、第１回目の
にんにく肉まつりで

初登場したよ！
名前は公募で

決まったんだ♪

みなさんぜひ
たくさん食べて
くださいね♪

なぜ “にんにく” だったの？

どのように栽培しているの？

ＪＡ十勝清水町農産部農産課
永原 伸哉さん

露地栽培と
大型機械の導入で

作業量が
大幅にアップ！

【材料】
● にんにく：１玉
● オリーブオイル：大さじ１
● 白ワイン：50cc
● 塩コショウ：適量

➊ にんにくを輪切りにして、切り口面に塩コショウを振りかける。

❷ オリーブオイルをフライパンに入れ、弱火でにんにくの切り口面から焼く。

❸ パチパチと焼ける音がしたら白ワインを入れて蓋をし、弱火のまま調理する。

❹ 水気が無くなってきたら蓋を取り、焼き色をつける。

❺ 焼き色がついたら、お好みでレモンスライスやバター醤油をかけて完成。
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10
月
14
日
に「
第
５
回
十
勝
清

水
に
ん
に
く
肉
ま
つ
り
」が
ホ
ク

レ
ン
清
水
製
糖
工
場
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

に
ん
に
く
肉
ま
つ
り
の
初
開
催

は
、
２
０
１
９
年
。「
道
内
一
の

に
ん
に
く
産
地
と
い
え
ば
清
水
町
」

と
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
町
、
Ｊ
Ａ
十

勝
清
水
町
、
同
に
ん
に
く
部
会
、

町
商
工
会
、
町
観
光
協
会
が
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
に
ん
に
く

肉
ま
つ
り
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
２
０
２
０
年
か

ら
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
つ
い

に
、
規
模
を
復
活
さ
せ
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
勢
の
人
が
会
場
を

訪
れ
、
種
類
豊
富
な
に
ん
に
く
料

理
や
十
勝
若
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
堪
能
。
に
ん
に
く
産
地
と
し
て
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た「
に
ん
に

く
肉
ま
つ
り
」と
な
り
ま
し
た
。

に
ん
に
く
づ
く
し
の

お
祭
り
開
催—

—

素材の味をそのまま食べられる「に
んにく丸ごと素揚げ」や、にんにく
がたっぷり入った「ガーリックピザ」
など、にんにくの創作料理が勢ぞろ
い。にんにくのつかみ取りでは、片
手いっぱいに、にんにくをつかんだ
お客さんたちがみんな笑顔になって
いました。

にんにく料理の出店のほかにもイベントが盛りだくさん。子ど
も向けイベントでは、消防車やパトカーなどの試乗体験が行わ
れました。野菜販売会では、馬鈴薯、白菜、ブロッコリー、長ネギ、
小豆などの新鮮野菜が数量限定で販売されました。マスコット
キャラクター「しみずガーリック王子」も登場し、大人にも子
どもにも大人気の様子でした。

清水町産のにんにくを

しみずガーリック王子と

パトカーや消防車の

大盛り上がりの
馬
ば れ い し ょ

鈴薯つめ放題♪

つかみ取り！！

記念撮影♪

子ども向け体験も大人気！

NINNIKU NIKU MATSURI
NINNIKU NIKU MATSURI NINNIKU NIKU MATSURI

にんにく料理が勢ぞろい♪
テント出店やキッチンカーなど

丸ごと素揚げ

ガーリックピザ

にんにく

にんにくたっぷり

NINNIKU NIKU MATSURI
にんにく肉まつりにんにく肉まつり

第５回十勝清水第５回十勝清水
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防火フェスティバル

「
消
太
」
と
の
記
念
撮
影

消防車両展示

救
助
体
験

煙
体
験

水消火器放水体験

放水体験

in 清水消防署

■清水消防署職員に
インタビュー ！

清水消防署に勤務する石川瞭さんに、消防士を
目指したきっかけや防火フェスティバルの感想
などについてインタビューしました。

清水消防署予防１係　石川 瞭 主任補

防
災
品
等
展
示

　
秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動

（
10
月
15
日
～
31
日
）
の
一
環

と
し
て
、
10
月
15
日
に
清
水
消

防
庁
舎
前
で
防
火
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各
体
験

ブ
ー
ス
を
見
る
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
ふ
れ
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
防
火
思
想
の
普
及
を

図
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
れ
て
学
ぶ 

防
火
の
き
ほ

ん
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
で
６

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
、
１
４
０
人
が
参
加
し
、
清

水
消
防
団
に
よ
る
放
水
訓
練
で

開
幕
。

　
放
水
体
験
、
救
助
体
験
、
消

防
車
両
の
展
示
等
の
ブ
ー
ス

に
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
子
ど
も
の
頃
に
救
急
搬
送
さ
れ

た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
時
に
常
に
寄
り
添

っ
て
対
応
し
て
く
れ
た
救
急
隊
員
の
姿
を

見
て
、
同
じ
職
業
に
就
き
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
、
消
防
士
（
救
急
救
命
士
）
を
目

指
し
た
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
現
場
活
動
や
、
助
け
が
必
要
な
方
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
仕
事
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
防
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
終
え
て
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
！
ま
た
来
た

い
！
」
と
多
く
の
声
が
あ
り
、
来
年
も
実

施
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
が
、
少
し
で
も
こ
の
仕
事
に
興
味
を
持

っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
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　俳優、司会者などで活躍する黒

柳徹子さんが子ども時代を振り返

り、大ベストセラーとなったエッ

セイ『窓ぎわのトットちゃん』。

　このたび 42 年ぶりにその続編が

出版されました。今回は、戦争が

影を落とした少女時代からＮＨＫ

に入社後ニューヨーク留学するまでが瑞々しく記され

ています。キラリと感性が光る「トットちゃんの世界」

に再び触れてみませんか。

清水町郷土文化講座開催

図書館だより

　河西鉄道の歴史を学ぶ「郷土史料館講座」が
浦幌町立博物館の学芸員持田誠氏を講師に 10
月 14 日に行われました。
　講座では、ビートを運ぶための鉄道が、そ
の後、木材や牛乳の運搬や客車としても地域
で活躍したことや、道内の製糖工場の変遷の
ほか、郷土史料館の貨車模型でのビートの運
搬方法について丁寧に解説されました。
　参加者からは「清水に住んでいるが、知らな
いことがあった」と感想が寄せられ、まちの歴
史について理解を深めてもらうことができま
した。

　10 月 21 日、清水町郷土文化講座が開催され、多くの町

民が参加して郷土の歴史文化を学びました。

　午前中行われた「文化史跡めぐり」では、明治 43 年に開

設された、恵まれない子どもたちの救済施設「北星園」跡や、

渋沢栄一らの出資で明治 31 年に設立した「十勝開墾会社」

が大正８年に建設した畜舎など、４ヶ所の史跡をめぐりま

した。

　また午後は「渋沢栄一と論語の道」と題した講演会が文

化センターで開催されました。講師に、埼玉県深谷市の「渋

沢栄一翁と論語の里ボランティアの会」会長野村秀雄さん

と事務局長永井勲さんを招き、渋沢栄一の師である尾高

淳忠の功績や、ボランティアの会の活動内容などが紹介さ

れ、参加者は興味深そうに聞き入っていました。

　今年で３年目となる台湾台中市の清水国小
学校との交流。９月末に清水・御影小学校６
年生が、学級ごとに台湾の子どもたちと歌っ
たりクイズを出したりして楽しくオンライン
交流を行いました。クイズの正解者トップ３
は両国全員に称えられ、うれしそうでした。
　６年生は 12 月にもう一度交流します。今年
から、中学２年生も台中市の中学生と交流し
ます。ぜひ、国際交流を通して視野を広げて
ほしいと思います。

毎月 1 9 日はしみず読
どく

書
しょ

の日台湾交流を英語・中国語・日本語で楽しく

新着図書からピックアップ

しみず学園生募集中！

まちの歴史を再発見まちの歴史を再発見

『リカバリー・カバヒコ』・・・・青山美智子著

『未来地図』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小手鞠るい著

『ロング・ロード』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・堂場瞬一著

『大谷翔平語録』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・斎藤庸裕著 【図書館ＨＰ】

『続 窓ぎわのトットちゃん』黒柳徹子著

持田講師による貨車模型解説

７月修学旅行での交流会 ９月バス学習は真鍋庭園へ

講演会「渋沢栄一と論語の道」

文化史跡めぐり「青淵山寿光寺」

台中市清水国小学校とオンライン交流（御影小学校）

● 日　時：毎月第３火曜日 ９：00 ～ 14：30
● 会　場：清水町文化センター
● 対象者：60 歳以上の町民
● 問い合わせ：社会教育課（☎ 62-5115）

 【販売の問い合わせ】

社会教育課（☎ 62-5115）

　生きがいある人生観の確立と生涯学習活動を促進す

るために開催している「しみず学園」は、随時学園生

を募集しています。現在 130 名の学園生が、毎月１回

文化センターに集まり、午前は教養や生活の質を高め

るための学習会、午後はクラブ活動を楽しんでいます。

　また、毎年７月は修学旅行、９月は管内日帰りバス

学習を予定しています。今年の修学旅行は４年ぶりに

宿泊ができ、学園生同士の交流会などを行いました。

　詳しい内容などは、お気軽にお問合せください。

　町教育委員会では、町民や町にゆかりのある人に文芸作品を寄

稿していただき、年に１度、文芸誌として発刊しています。

　毎年異なる特集テーマを設定し、本年度は「私の半生」「ペット

と暮らして」の２本立てとなっています。皆さんが歩んでこられた

人生やペットとの思い出が感性豊かに書き表されています。その

他には、一瞬の心情や思いが込められた短歌や俳句、多様な表現

で思うままにつづられたエッセイなど計47作品を掲載しています。

皆さんの想いが詰まった１冊をぜひご一読ください。

　文化センターや御影公民館で１冊 600 円で販売中です。過去作

品も販売していますので、お気軽にお問い合わせください。

文芸しみず22号を発刊しました！

Local Culture Course

11/1
発刊

1111月号月号

ＹｕＹｕ－－ＥｒｕＥｒｕ

Learn with you

Lifelong Learning

あなたと学ぶ生涯学習あなたと学ぶ生涯学習

ゆ えう る

「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯　　学習）のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。
『ゆう・える』とは …「ゆう」は、友・YOU から人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、　　遊・裕から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。学習情報 ゆう・える学習情報 ゆう・える 学習情報 ゆう・える学習情報 ゆう・える 1011



④性的虐待

『やせていても隠れ肥満？』
～ お う ち で 簡 単 チ ェ ッ ク ～

■
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
自
宅
で
介
護
を
受
け
る
高
齢
者
が

年
々
増
加
す
る
一
方
で
、
介
護
疲
れ

や
責
任
の
重
さ
か
ら
、
介
護
者
が
無

意
識
の
う
ち
に
虐
待
行
為
を
し
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

う
ま
く
出
来
な
い
こ
と
・
理
解
出
来

な
い
こ
と
・
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
な

ど
を
責
め
た
り
、
怒
っ
た
り
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

■
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る

　
虐
待
を
受
け
る
高
齢
者
は
要
介
護

状
態
が
多
く
、
認
知
症
の
割
合
も
高

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
関

し
て
正
し
い
知
識
や
対
応
を
知
ら
ず

に
接
す
る
と
、
も
の
忘
れ
な
ど
の
行

動
に
対
し
て
、
大
き
な
声
で
怒
鳴
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
虐
待
に
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
周

囲
の
人
が
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
例
え
ば
、「
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
」

「
帰
り
道
が
わ
か
ら
ず
道
に
迷
う
」「
お

金
の
管
理
が
難
し
く
な
っ
た
」
な
ど
、

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
時
は
、
医
療

機
関
や
役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る

　
高
齢
者
や
介
護
者
の
話
、
生
活
の

様
子
な
ど
か
ら
、
虐
待
に
つ
な
が
る

小
な
サ
イ
ン
に
気
づ
く
な
ど
、
お
互

い
に
見
守
る
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重

要
で
す
。
見
守
り
や
助
け
合
い
が
で

き
る
虐
待
の
起
こ
ら
な
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
早
期
発
見
・
相
談
で
高
齢
者
の
虐

待
防
止
を
心
が
け
る

　
高
齢
者
虐
待
は
周
囲
に
見
え
に
く

く
、
他
者
が
口
を
出
し
に
く
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
こ

と
は
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

は
も
ち
ろ
ん
、
虐
待
を
行
っ
て
い
る

介
護
者
な
ど
に
と
っ
て
も
、
必
要
な

こ
と
で
す
。
特
に
、
高
齢
者
の
生
命

や
身
体
に
重
大
な
危
険
が
あ
る
場
合

は
、
気
づ
い
た
人
に
は
通
報
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

■
相
談
・
通
報
先

　
役
場
保
健
福
祉
課
在
宅
支
援
係

　(

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)

　
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員

　(

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー)

　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
な
ど

　
相
談
や
通
報
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福祉の
ひろば

Welfare  Square

『 防 ご う ！ 高 齢 者 虐 待 』

このようなことが「高齢者虐待」にあたります

①身体的虐待

暴力によって、身体に傷やあざ・痛

みを与える行為

のこと。故意に

他者との関わり

を遠ざけること

も含まれる。

本人を辱める性的な行為をしたり、

わいせつな行為

を強要したりす

ること。

食事や水分を与えない、

入浴をさせないなど、高

齢者の生活環境や、身体

的・精神的状態を悪化さ

せること。

悩まず通報や相談を！

生活に必要な金銭を渡さなかったり、

預貯金や年金などを本人の合意なし

に使用し

たりする

こと。

威圧的な言動や態度で脅しや侮辱を

与える・無視する、嫌がらせをする

など、精神的

な苦痛を与え

ること。

②心理的虐待

⑤ネグレクト（介護の放棄・放置）

③経済的虐待

健　康
最前線

記　杉本 彩佳 保健師

　
肥
満
度
の
目
安
に
は
、
体
重

と
身
長
か
ら
算
出
さ
れ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ

［

体
重
（
㎏
）
÷
身
長
（
ｍ
）
÷
身

長
（
ｍ
）
］
が
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
18
．５
～
25
未
満
を
「
標

準
体
重
」
、
25
以
上
を
「
肥
満
」、

18
．５
未
満
を
「
や
せ
」
と
判
定
し

ま
す
。

　
し
か
し
、
食
事
量
は
少
な
く
運

動
量
も
少
な
い
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
低

回
転
タ
イ
プ
」
の
人
な
ど
で
は
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
「
標
準
体
重
」
や
「
や
せ
」

で
も
、
実
は
体
脂
肪
が
た
ま
っ
て

い
て
、
筋
肉
量
が
減
少
し
て
い
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
普
及
し
て
い
る
体
重
体
脂

肪
計
で
は
「
脂
肪
は
電
気
を
通
し

に
く
く
、
筋
肉
は
電
気
を
通
し
や

す
い
」
と
い
う
性
質
を
利
用
し
て
、

体
内
に
流
し
た
微
弱
な
電
流
の
流

れ
に
く
さ
か
ら
「
体
脂
肪
率
」
を

推
定
で
き
ま
す
。

　
体
脂
肪
率
は
、
内
臓
脂
肪
（
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
）

と
皮
下
脂
肪
（
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
を
高
め
な
い
）
を
合
わ
せ
た

体
内
の
全
脂
肪
量
の
割
合
で
す
。

体
脂
肪
率
が
高
く
て
も
、
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
は
限

ら
な
い
た
め
、
医
学
界
で
肥
満
を

判
定
す
る
指
標
と
し
て
は
使
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
家
庭
で
体
脂
肪

量
の
目
安
を
簡
単
に
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
一
般
に
、
健
康
的
と
さ
れ
る
体

脂
肪
率
の
目
安
は
、
男
性
は
15
～

25
％
、
女
性
は
20
～
29
％
程
度
で

す
（
※
お
持
ち
の
体
重
体
脂
肪
計

メ
ー
カ
ー
の
判
定
基
準
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
）。
体
脂
肪
率
が
そ

れ
以
上
に
な
る
と
、
肥
満
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
体
脂
肪
率
の

測
定
値
は
、
体
内
の
水
分
量
な
ど

に
よ
っ
て
変
動
し
や
す
い
の
で
、

食
後
２
時
間
以
上
あ
け
て
か
ら
測

定
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
体
脂
肪

率
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

気
軽
に
測
り
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

健康的とされる
体脂肪の目安

男性　15 ～ 25％程度

女性　20 ～ 29％程度

➡

【問い合わせ】

保健福祉課在宅支援係

☎６９‐２２３３

Health  Wealth  Zone
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編 集 後 記
開
催
日

町長とのふれあいトーク町長とのふれあいトーク

広 報 モ ニ タ ー 感 想
Monitor's  Thoughts

ち ょ う み ん 作 品 館

【
玲
瓏
短
歌
会
】

短
歌
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

宗
像
三
郎

田
村
徳
子

村
谷
三
恵

森
山
ヤ
ヨ
イ

安
済
哲
子

藤
原
静
子

大
石
　
尚

橋
本
佳
代
子

人　口 ８，９４４人（ −７ ）

　　男 ４，４４４人（ ＋４ ）

　　女 ４，５００人（ −11 ）

世　帯 ４，６８７戸（ ＋２ ）

※令和５年 10 月末現在　（　）内は前月比

広報担当になって２年目の秋がきました。昨年
よりも、みなさんの表情がわかる写真を掲載で
きるようになって、誌面が明るくなったなと思って
います。いつもみなさん快く撮影に協力してくだ
さるので、感謝の気持ちでいっぱいです！（谷口）

模擬議会の取材に行きました。清水高校生の皆
さんの鋭い質問は、今後のまちづくりにおいて、
とても参考になるものだと思いました。今年もあ
と１か月と少しで終わりです。寒くなってきたので、
風邪をひかないように気を付けましょう！（前道）

矢藤　　雄二さん　 清和団地
細野　　富子さん　 下佐幌平和
𠮷田　　光昌さん　 南２の２
笹倉　　祥弘さん　 奉賛
倉田　　　昇さん　 日光
竹中　　初代さん　 元旭山
田宮　 トモ子さん　 柏木
森本　 ハルコさん　 朝日
松山　 惠美子さん　黎明
伊藤　 キヨ子さん　 日光
柴田　　英雄さん　 下佐幌北栄
今野　　幸子さん　 讃岐
田村　　静香さん　 西清水
熊切　　慶子さん　 中熊牛２

人 の う ご き
問い合わせ：町民生活課戸籍住民係 ☎ 62-1151

■ 哀悼 / Condolences

町政への要望など、阿部一男町長と直接お話
しできます。事前予約が必要事前予約が必要となりますので、
下記❶～❹を問い合わせ先へご連絡ください。

❶氏名・人数　❷希望時間帯　❸トーク概要
❹トークの方法（対面・電話・リモート）
※リモートの申込期限：12 月１日（金）

【問い合わせ：企画課広報広聴係 ☎ 62-2114】

札幌清水会の開催

12 月８日（金）

■ 人口 / Population

　

10
月
７
日
に
札
幌
清
水
会
が

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
出
席

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
前
日
か
ら
の
東

京
都
北
区
で
の
行
事
や
、
午
前

中
の
北
区
民
祭
り
等
々
に
参
加

し
て
か
ら
新
千
歳
空
港
経
由
で

札
幌
入
り
し
た
。

　

札
幌
清
水
会
は
、
江
本
会
長

ほ
か
25
名
が
参
加
し
、
暫
く
ぶ

り
の
再
会
を
み
ん
な
で
懐
か
し

ん
だ
。
ま
た
、
帯
広
清
水
会
の

大
塚
会
長
も
前
回
に
引
き
続
き

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

私
か
ら
は
清
水
町
の
現
況
に

つ
い
て
（
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず

お
祭
り
な
ど
も
復
活
し
、
元
気

に
暮
ら
し
て
い
る
様
子
な
ど
）

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、清
水
町
や
農
協
、

日
甜
等
々
か
ら
寄
贈
が
あ
っ
た

た
く
さ
ん
の
町
の
特
産
品
を
景

品
に
し
て
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
会
長
に
林
誠
さ
ん

が
就
任
し
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
表
紙
が
写
真
の
回
は
華
や
か

に
感
じ
ま
す
。
少
し
前
の
秋
の

夜
空
に
咲
い
た
花
火
が
脳
裏
に

よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

★
歳
入
歳
出
の
経
年
変
化
が
わ

か
る
数
値
が
あ
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。

★
町
に
赤
字
が
な
い
こ
と
は
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

★
昨
年
度
の
お
金
の
動
き
が
わ

か
り
ま
し
た
。
３
億
円
以
上
の

黒
字
が
あ
り
ま
し
た
が
、
以
降

の
課
題
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
併
せ
て
確
認
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

★
会
計
用
語
の
説
明
が
親
切
で

し
た
。

★
人
口
一
人
当
た
り
、
ま
た
は

世
帯
当
た
り
の
歳
入
出
額
が
あ

る
と
、
よ
り
理
解
し
や
す
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

★
秋
祭
り
が
カ
ラ
ー
だ
と
な
お

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

★
秋
祭
り
、
老
若
男
女
の
笑
顔

や
各
々
の
表
情
が
良
く
撮
れ
て

い
る
写
真
だ
と
思
い
ま
す
。

★
お
祭
り
で
一
番
大
変
な
出
店

の
方
々
や
本
番
10
日
前
か
ら
練

習
が
始
ま
っ
た
お
囃は

や
し子

の
子
ど

も
た
ち
の
写
真
も
載
せ
て
い
た

だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

★
成
年
後
見
制
度
は
非
常
に

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
制
度
で
す
。

成
年
後
見
人
と
し
て
選
任
さ
れ

る
人
は
ど
の
よ
う
な
人
か
、
選

任
後
の
責
務
が
何
か
な
ど
具
体

的
に
示
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
か

と
思
い
ま
す
。

★
こ
ど
も
園
紹
介
が
大
変
わ
か

り
や
す
い
ペ
ー
ジ
で
し
た
。

★
パ
ン
甲
子
園
で
頑
張
っ
た
清

水
高
校
の
３
名
の
み
な
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
人

と
し
て
も
成
長
で
き
た
」
と
い

う
言
葉
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

★
美
し
い
ピ
ン
ク
が
印
象
的
な

ビ
ー
ツ
バ
ー
ガ
ー
に
驚
き
ま
し

た
。
既
に
自
分
で
見
つ
け
た
目

標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
姿
は

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

★
移
住
し
て
き
た
方
の
紹
介
を

し
て
欲
し
い
で
す
。

札幌清水会にて町の現況を報告

晴
れ
渡
り
青
空
髙
く
雲
置
か
ず

烏
が
三
羽
天
辺
に
遊
ぶ

四
季
の
庭
に
花
時
終
え
て
次
ぎ
つ
ぎ
と

秋
明
菊
は
ラ
ス
ト
を
飾
る

妹
の
笑
顔
浮
か
べ
て
宛
名
書
く

メ
イ
ン
は
吾
の
手
造
り
の
梅

要
注
意
の
暑
さ
と
な
り
て
家
の
中

猫
を
相
手
に
心
あ
そ
ば
す

窓
辺
よ
り
中
秋
の
名
月
ぽ
っ
か
り
と

夜
空
を
照
ら
し
ウ
サ
ギ
を
写
す

小
鳥
ら
が
運
ん
で
き
た
の
か
「
ウ
マ
ブ
ド
ウ
」

つ
つ
じ
を
覆
う
一
夏
の
模さ

ま様

朝
に
見
し
川
の
な
か
ほ
ど
青
サ
ギ
の

去
年
も
来
て
た
仲
間
だ
ろ
う
か

寝
つ
か
れ
ぬ
こ
の
身
に
添
い
て
く
れ
る
の
か

一
夜
を
照
ら
す
朝
の
月
か
な

Creation  Station

Mayor's  Diary

町 長 日 記
Mayor's  Diary
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御影小学校の全

児童が、りんご

収穫体験学習を

行いました。御

影地区で 27 年

前からりんご栽

培を続ける田中

俊英さんの協力

のもと行われ、参加した児童は、わくわくした様

子でりんごを収穫していました。

男女共同参画社会基本計画策定へ向けて ——

第１回町民懇話会を開催

　第１回清水町男女共同参画基本計画策定に関する町

民懇話会が開催され、同委員と町長や関係職員らが意

見交換を行いました。子育てに関する意見が多数あり、

委員の吉田正樹さんは「子どもがお弁当の日は夫婦で

協力し、自分が作るときはキャラ弁にしていました。

子育ては一人で頑張るものではないので、男性も積極

的に育児に携われる環境づくりが大事」と話しました。同委員の吉田正樹さんが当時子どもに作っていたキャラ弁

M A C H I P H O T O
まちフォトは「まちのでき ごと」を紹介するコーナーです

町内店舗をまわって“しみずおばけくん”探し♪

総勢230名が個性輝くダンスを披露！！

しみずハロウィンウォーク開催

スタジオZEROダンスコンサート開催

　10 月 28 日、町商工会青年部主催の「しみずハロウィ

ンウォーク」が開催されました。同部長の樋口貴弘さ

んは「今回が４回目の開催となるので、ハロウィンイ

ベントとして定着してきたかなと感じます。子どもた

ちのために今後もつづけていきたいですし、イベント

をきっかけに、普段行かないお店を知ってもらえたら

良いなと思います」と話しました。

　10 月 22・28・29 日に、スタジオ ZERO（細野ひとみ

さん主宰）ダンスコンサートが町文化センターで開催

されました。出演した池尻空さん（清中２年）は「少し

緊張したけど楽しく全力で頑張りました！」、中田結

彩さん（清小５年）は「友だちをいっぱい呼んだので緊

張したけど、みんなで踊れて楽しかったです！」と話

し、２人とも達成感のある表情を浮かべていました。映画をモチーフにしたダンスステージ

渋沢栄一の精神を受け継ぎ、後世につなぐ

東京都北区と協定を締結

　10 月６日、「渋沢栄一翁でつながる東京都北区と北

海道清水町との次世代を築く連携及び協力に関する協

定」を締結。同協定は、渋沢栄一ゆかりの地である清

水町と北区が、各々の資源や機能などの活用を図り、

地域社会の持続的な発展に寄与することを目的として

います。今後、渋沢栄一を活かしたプロモーションや

町の森林を活かした取組などで連携・協力を行います。 協定書を取り交わす東京都北区長と阿部町長

イベント参加者にはお菓子や風船がプレゼントされました

10/ 13

令和５年度清水

町防災訓練を実

施しました。防

災行政無線放送

や町防災情報配

信メールの通知

に合わせて避難

訓練を行い、訓

練後には、防災

研修や段ボールベッドの組み立て体験、新聞紙ス

リッパ作り体験などが行われました。

10/ 28

第 68 回開町記念式が文化セン

ターで開催され、自治功労賞、

勤続表彰で５名を表彰しました。

クリアロード㈱に、社会貢献活

動（北清水事務所前の舗装修繕）

への感謝状を贈呈しました。

シルバー人材センター会員のみ

なさんが落ち葉集めなどのボラ

ンティア活動を実施しました。

10/ 2510/ 1 10/ 26

新得・清水・鹿

追合同チームが

道東ブロック中

学校秋季野球大

会で優勝し、同

チームの土屋敦

雅さん（清中１

年）が教育長を

表敬訪問しました。土屋さんは「犠牲フライでチー

ムのために活躍できました」と話しました。

10/ 16

模擬議会が開催

され、清水高校

３年生４名が参

加しました。議

会では、公園の

整備や町の観

光についての質

問が行われ、参

加した阿部倖太

さんは「考えてきた質問を伝えることができてよ

かったです」と話しました。

10/ 18

清水町蔬
そ さ い

菜振興

会ブロッコリー

部会が給食セン

ターへブロッ

コリー 24 ㎏を

無償提供しまし

た。同副部会長

の亀井芳朗さん

は「児童・生徒

のみなさんに美味しく食べてもらって大きく育っ

てほしい」と話しました。

寺内姫夏さん

（御中３年）がア

イスホッケーＵ

18 代表に招集さ

れ、フィンラン

ドで開催される

キャンプ・大会

に参加するため

町長を表敬訪問

しました。寺内さんは「前回の代表経験を活かし

てアピールできるよう頑張りたい」と話しました。

10/ 27

10/ 16
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　第 32 回全国小学生バドミントン選手権大

会北北海道地区予選会（団体の部）で十勝の

団体チームの一員として出場しました。この

大会で優勝したので、今年の 12 月に沖縄県

で開催される全国大会に出場します！

　団体メンバーは仲が良くて、団結力のある

チームなので、１つでも多く勝てるように楽

しんで練習を頑張りたいと思います。

　全国大会までに取り組みたいことは、前衛

のときに、シャトルへの触りを早くして攻撃

につなげられるようにすることです。

　今、小学校では、学習発表会の準備と歴史

の勉強を頑張っています。歴史は安土桃山時

代が好きで、楽しみながら勉強しています。

　私はパソコンが好きなので、将来はパソコ

ンに関係する仕事や、服のデザインの仕事、

両親が農家をやっているので、農業に関する

仕事など、誰かのためになれるような仕事を

したいと思っています。

　清水町は景色がよくて暮らしやすいです。

大きいショッピングモールができたらもっと

住みやすい町になるかなと思います。

vol.7

Connect to the Future of SHIMIZU

「ミラ★つぐ」は清水町の未来を担う子どもたちに将来の夢や地元への想いをインタビューするコーナーです。

ミラ★つぐ

清水をミライにつなぐ

Instagram

@shimizu_tokachi
北海道十勝清水町

【問い合わせ】企画課広報広聴係 ☎62-2114

まちの公式アカウントを開設しました。
『＃推しみず 』で、みなさんの “清水のここ
が良い！ここが好き！” を教えてください。
わたしたちと一緒にまちを推しましょう♪

はじめました！

Follow
Me!

全国大会で１つでも

多く勝ちたいです！！

伊藤 里彩さん
（清水小学校６年生）

＃推しみず
＃十勝清水

＃北海道清水町
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